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「外来生物」について 

環境省のホームページ（引用文太字）によると、その定義は、 

「「「「外来生物外来生物外来生物外来生物とはとはとはとは、、、、もともとそのもともとそのもともとそのもともとその地域地域地域地域にいなかったのににいなかったのににいなかったのににいなかったのに、、、、人間人間人間人間のののの活動活動活動活動によってによってによってによって外国外国外国外国からからからから入入入入ってきってきってきってき

たたたた生物生物生物生物のことをのことをのことをのことを指指指指しますしますしますします。」。」。」。」        

「「「「外来生物法外来生物法外来生物法外来生物法はははは海外海外海外海外からからからから入入入入ってきたってきたってきたってきた生物生物生物生物にににに焦点焦点焦点焦点をををを絞絞絞絞りりりり、、、、人間人間人間人間のののの移動移動移動移動やややや物流物流物流物流がががが盛盛盛盛んになりんになりんになりんになり始始始始めめめめ

たたたた明治時代以降明治時代以降明治時代以降明治時代以降にににに導入導入導入導入されたものをされたものをされたものをされたものを中心中心中心中心にににに対応対応対応対応していますしていますしていますしています。」。」。」。」 

となっています。 

「「「「渡渡渡渡りりりり鳥鳥鳥鳥、、、、海流海流海流海流にのってにのってにのってにのって日本日本日本日本にやってくるにやってくるにやってくるにやってくる魚魚魚魚やややや植物植物植物植物のののの種種種種などはなどはなどはなどは、、、、自然自然自然自然のののの力力力力でででで移動移動移動移動するものなするものなするものなするものな

のでのでのでので外来生物外来生物外来生物外来生物にはにはにはには当当当当たりませんたりませんたりませんたりません。。。。」」」」    

「「「「同同同同じじじじ日本日本日本日本のののの中中中中にいるにいるにいるにいる生物生物生物生物でもでもでもでも、、、、本来本来本来本来はははは本州以南本州以南本州以南本州以南にしかにしかにしかにしか生息生息生息生息していないしていないしていないしていない生物生物生物生物がががが北海道北海道北海道北海道にににに入入入入っっっっ

てきたてきたてきたてきた、、、、というようにというようにというようにというように日本国内日本国内日本国内日本国内のあるのあるのあるのある地域地域地域地域からからからから、、、、もともといなかったもともといなかったもともといなかったもともといなかった地域地域地域地域にににに持持持持ちちちち込込込込まれたまれたまれたまれた場合場合場合場合

にににに、、、、もとからそのもとからそのもとからそのもとからその地域地域地域地域にいるにいるにいるにいる生物生物生物生物にににに影響影響影響影響をををを与与与与えるえるえるえる場合場合場合場合がありますがありますがありますがあります。」。」。」。」 

 上記のように、国内移動により侵入するものも、「外来生物」にあたります。その地域の環

境に順応するように進化をした結果、同じ種であっても違う遺伝子を持つ場合があるからです。

このことから、最近は安易な放流をすることに対して問題点を指摘することがあります。 

「「「「外来生物外来生物外来生物外来生物はははは意外意外意外意外とととと身近身近身近身近にたくさんいますにたくさんいますにたくさんいますにたくさんいます。。。。たとえばたとえばたとえばたとえば、、、、四葉四葉四葉四葉ののののクローバークローバークローバークローバーでおなじみのでおなじみのでおなじみのでおなじみのシロシロシロシロ

ツメクサツメクサツメクサツメクサはははは、、、、牧草牧草牧草牧草としてとしてとしてとして外国外国外国外国からやってきましたからやってきましたからやってきましたからやってきました。。。。またまたまたまた、、、、アメリカザリガニアメリカザリガニアメリカザリガニアメリカザリガニやややや、、、、金魚金魚金魚金魚のののの水草水草水草水草でででで

おなじみのおなじみのおなじみのおなじみのホテイアオイホテイアオイホテイアオイホテイアオイなどもなどもなどもなども外来生物外来生物外来生物外来生物ですですですです。」。」。」。」    

「「「「日本日本日本日本のののの野外野外野外野外にににに生息生息生息生息するするするする外来生物外来生物外来生物外来生物のののの数数数数はわかっているだけでもはわかっているだけでもはわかっているだけでもはわかっているだけでも約約約約２０００２０００２０００２０００種種種種にもなりますにもなりますにもなりますにもなります。。。。

明治以降明治以降明治以降明治以降、、、、人間人間人間人間のののの移動移動移動移動やややや物流物流物流物流がががが活発活発活発活発になりになりになりになり、、、、多多多多くのくのくのくの動物動物動物動物やややや植物植物植物植物ががががペットペットペットペットやややや展示用展示用展示用展示用、、、、食用食用食用食用、、、、研究研究研究研究

などのなどのなどのなどの目的目的目的目的でででで輸入輸入輸入輸入されていますされていますされていますされています。。。。一方一方一方一方、、、、荷物荷物荷物荷物やややや乗乗乗乗りりりり物物物物などになどになどになどに紛紛紛紛れれれれ込込込込んだりんだりんだりんだり、、、、付着付着付着付着してしてしてして持持持持ちちちち込込込込まままま

れたものもれたものもれたものもれたものも多多多多くありますくありますくありますくあります。。。。これらはこれらはこれらはこれらは、、、、意図的意図的意図的意図的、、、、非意図的非意図的非意図的非意図的のののの違違違違いはありますがいはありますがいはありますがいはありますが、、、、人間人間人間人間のののの活動活動活動活動にににに伴伴伴伴

ってってってって日本日本日本日本にににに入入入入ってきているというってきているというってきているというってきているという点点点点でででで共通共通共通共通していますしていますしていますしています。」。」。」。」    

環境省では、外来生物の問題点として、 

「「「「生態生態生態生態系系系系はははは、、、、長長長長いいいい期間期間期間期間をかけてをかけてをかけてをかけて食食食食うううう・・・・食食食食われるといったことをわれるといったことをわれるといったことをわれるといったことを繰繰繰繰りりりり返返返返しししし、、、、微妙微妙微妙微妙ななななバランスバランスバランスバランスのののの

もとでもとでもとでもとで成立成立成立成立していますしていますしていますしています。。。。ここにここにここにここに外来生物外来生物外来生物外来生物のようにのようにのようにのように外外外外からからからから生物生物生物生物がががが侵入侵入侵入侵入してくるとしてくるとしてくるとしてくると、、、、生態系生態系生態系生態系のみなのみなのみなのみな

らずらずらずらず、、、、人間人間人間人間やややや、、、、農林水産業農林水産業農林水産業農林水産業までまでまでまで、、、、幅広幅広幅広幅広くにわたってくにわたってくにわたってくにわたって悪影響悪影響悪影響悪影響をををを及及及及ぼすぼすぼすぼす場合場合場合場合がありますがありますがありますがあります。。。。もちろんもちろんもちろんもちろん

全全全全てのてのてのての外来生物外来生物外来生物外来生物がががが悪影響悪影響悪影響悪影響をををを及及及及ぼすわけではなくぼすわけではなくぼすわけではなくぼすわけではなく、、、、たいていのたいていのたいていのたいていの外来生物外来生物外来生物外来生物はははは自然自然自然自然ののののバランスバランスバランスバランスのののの中中中中にににに

組組組組みみみみ込込込込まれまれまれまれ、、、、大大大大きなきなきなきな影響影響影響影響をををを与与与与えずにえずにえずにえずに順応順応順応順応してしまいますしてしまいますしてしまいますしてしまいます。。。。しかししかししかししかし、、、、中中中中にはにはにはには非常非常非常非常にににに大大大大きなきなきなきな悪影響悪影響悪影響悪影響

をををを及及及及ぼすものもいますぼすものもいますぼすものもいますぼすものもいます。。。。」」」」    

と指摘してあり、また現在制定されている法律の目的については、 

「「「「このこのこのこの法律法律法律法律のののの目的目的目的目的はははは、、、、特定外来生物特定外来生物特定外来生物特定外来生物によるによるによるによる生態系生態系生態系生態系、、、、人人人人のののの生命生命生命生命・・・・身体身体身体身体、、、、農林水産業農林水産業農林水産業農林水産業へのへのへのへの被害被害被害被害をををを

防止防止防止防止しししし、、、、生物生物生物生物のののの多様性多様性多様性多様性のののの確保確保確保確保、、、、人人人人のののの生命生命生命生命・・・・身体身体身体身体のののの保護保護保護保護、、、、農林水産業農林水産業農林水産業農林水産業のののの健全健全健全健全なななな発展発展発展発展にににに寄与寄与寄与寄与するこするこするこするこ

とをとをとをとを通通通通じてじてじてじて、、、、国民生活国民生活国民生活国民生活のののの安定向上安定向上安定向上安定向上にににに資資資資することですすることですすることですすることです。」。」。」。」    

となっています。法律の具体的内容については、後ほど説明しています。 

 

この報告書では、明治時代以前のものや国内移入種も｢外来生物｣として記述していきます。 


